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同人雑誌紹介

自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
自
由
闊
達
に

東
京
都

『隊商』から引き継ぎ1960年創刊『隊商』から引き継ぎ1960年創刊

「
こ
の
五
月
、六
月
、七
月
と
、心
身
の
衰
弱
状
態
が
続
き
、『
四
人
』

九
四
号
の
こ
と
が
気
に
な
り
な
が
ら
も
、手
を
付
け
る
気
力
も
な
か
っ

た
が
、あ
る
同
人
か
ら
『
な
ん
ば
し
よ
っ
と
か
、怠
慢
は
悪
徳
バ
イ
』

と
発
破
を
か
け
ら
れ
て
、
や
っ
と
こ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
」

　

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）
一
二
月
二
五
日
発
行
九
四
号
の
編

集
後
記
に
こ
う
記
し
て
、
成
清
良
孝
さ
ん
が
編
集
担
当
を
降
り
ら
れ

た
。
や
む
な
く
私
が
編
集
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
四
人
』
の
創
刊
は
、
一
九
六
〇
年
。『
隊
商
』
の
残
留
組
―
―
小

松
郁
子
、
星
川
道
之
助
、
峯
島
正
行
氏
、
辻
千
鶴
氏
の
四
人
が
始
め

た
。
四
人
が
始
め
た
の
で
『
四
人
』
と
名
付
け
た
。

　

そ
れ
か
ら
三
七
年
後
の
一
九
九
七
年
、
長
く
編
集
を
続
け
て
き
た

永
松
習
次
郎
氏
が
逝
去
さ
れ
、
六
一
号
か
ら
九
四
号
ま
で
の
一
七
年

間
、
成
清
良
孝
氏
が
編
集
を
担
当
さ
れ
た
。
そ
の
成
清
良
孝
氏
も
世

を
去
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
少
し
ば
か
り
、『
隊
商
』
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た

い
。『
隊
商
』
は
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）
七
月
に
創
刊
し
、

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）
七
月
に
最
終
号
を
出
し
て
い
る
。
同

人
に
は
、
火
野
葦
平
や
長
谷
健
が
い
て
、
編
集
の
中
心
は
永
松
習
次

郎
と
い
う
よ
う
に
、
九
州
出
身
者
が
多
い
の
が
目
立
つ
。『
隊
商
』

や
『
四
人
』
の
編
集
発
行
を
長
く
務
め
た
永
松
習
次
郎
や
、長
谷
健
、

成
清
良
孝
な
ど
は
、
現
在
の
福
岡
教
育
大
学
の
前
身
、
福
岡
師
範
学

校
、
福
岡
学
芸
大
学
を
卒
業
、
上
京
し
て
公
立
の
小
、
中
、
高
校
の

教
師
の
職
に
就
い
た
。

『
隊
商
』
は
、
東
京
で
出
版
さ
れ
た
が
、
実
は
九
州
で
長
く
文
芸
運

動
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
文
芸
誌
『
九
州
文
学
』
に
繋
が

る
同
人
が
多
か
っ
た
。
同
誌
周
辺
で
新
た
な
雑
誌
の
創
刊
が
発
議
さ

れ
た
時
、
火
野
葦
平
、
長
谷
健
の
親
身
な
協
力
を
得
て
『
隊
商
』
は

誕
生
し
た
の
で
あ
る
。『
隊
商
』
二
三
号
（
昭
和
三
三
年
三
月
）
は
、

長
谷
健
追
悼
号
で
あ
る
が
、
そ
の
編
集
後
記
に
は
、「
火
野
氏
を
お

や
じ
に
、
長
谷
氏
を
お
ふ
く
ろ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

東
京
都

四
人

九州出身者が多い高レベル誌九州出身者が多い高レベル誌四人四人
　

昨
今
は
、
社
会
の
老
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業
が

増
え
て
き
た
。
出
版
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
紙
・
活
字
離
れ

と
い
う
現
象
も
悪
い
要
因
と
し
て
働
い
た
。

　

同
人
雑
誌
全
盛
の
時
代
に
は
、
多
く
の
逸
材
が
同
人
雑
誌
か
ら
輩

出
し
た
。『
四
人
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
六
〇
年
の
長
い
歴
史
の
中

に
は
、
有
名
な
文
学
賞
を
受
賞
し
た
方
や
候
補
に
な
ら
れ
た
同
人
が

多
く
加
わ
っ
て
い
た
。
今
は
、
昔
と
違
っ
て
同
人
雑
誌
か
ら
ば
か
り

で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
き
っ
か
け
で
職
業
作
家
が
生
ま
れ
る
世
の

中
に
な
っ
た
。

　

私
が
編
集
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
同
人

誌
出
身
の
著
名
作
家
の
系
譜
に
つ
な
が
る
方
々
ば
か
り
で
は
な
く
、

働
き
盛
り
の
時
に
は
適
わ
な
か
っ
た
が
、
退
職
後
に
書
き
始
め
た
と

い
う
同
人
も
増
え
て
き　

た
。

　

最
近
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。『
四
人
』
に
「
鎮
魂　

ハ

ル
の
生
涯
」
を
五
年
間
連
載
し
て
き
た
古
川
貞
二
郎
氏
が
自
費
で
単

行
本
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
新
聞
で
評
判
に
な
っ
て
、
意
外

に
も
自
費
出
版
で
は
珍
し
い
、
即
、
増
刷
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い

る
。
一
つ
の
例
を
挙
げ
る
と
、読
売
新
聞
一
一
月
二
日
朝
刊
は
、「
胸

迫
る
ほ
ど
母
思
い
に
満
ち
た
自
伝
的
小
説
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。（
官

僚
の
ト
ッ
プ
）
内
閣
官
房
副
長
官
を
八
年
七
か
月
も
務
め
た
古
川
貞

二
郎
さ
ん
の
『
鎮
魂　

ハ
ル
の
生
涯
』
で
す
」
と
写
真
入
り
で
書
評

を
出
し
た
。

　

ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
が
書
い
た
政
治
家
や
官
僚
の
自
叙
伝
は
多
い

が
、
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
間
を
縫
っ
て
、
こ
つ
こ
つ
と
自
分
自

身
の
指
と
筆
で
書
き
進
め
て
行
っ
た
自
伝
的
小
説
は
数
少
な
い
だ
ろ

う
と
思
う
。

　

誰
に
も
干
渉
さ
れ
ず
に
、
自
分
の
思
っ
た
こ
と
が
自
由
闊
達
に
書

け
る
。
こ
う
い
う
こ
と
が
同
人
雑
誌
の
よ
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
本
誌

は
、
編
集
者
が
作
者
の
作
品
に
筆
を
入
れ
な
い
、
校
正
は
作
者
本
人

が
責
任
を
も
っ
て
行
う
、
と
い
う
編
集
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
他
者

が
筆
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
者
の
意
図
を
損
な
う
こ
と
を
恐
れ

る
か
ら
で
あ
る
。　
　
　
　
（
山
本
悦
夫
／
『
四
人
』
編
集
発
行
人
）

「
四
人
の
会
」
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